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本
稿
は
『
卜
居
集
巻
之
下
』（
一
）
に
続
い
て
、
下
巻
の
後
半
部
の
注
釈
を
試

み
た
も
の
で
あ
る
。

107
　
田
家
二
首
　
◇
1

吉
日
耕
桑
就
事
初　
　

吉
日　

耕
桑　

事
に
就
く
初
め

各
携
軽
鍤
向
丘
區　
　

各
々 

軽
鍤そ
う

を
携
へ
て　

丘
區
に
向
ふ

七
十
村
翁
手
持
酒　
　

七
十
の
村
翁　

手
ら
酒
を
持
し
て

祭
来
田
祖
飲
農
夫　
　

田
祖
を
祭
り
来
て　

農
夫
に
飲
ま
し
む

【
訳
文
】
養
蚕
の
た
め
に
桑
を
刈
り
取
り
始
め
る
の
に
よ
い
と
い
う
吉
日
、
そ

れ
ぞ
れ
軽
い
鋤
を
携
え
て
、
丘
の
桑
畑
の
分
担
地
に
向
か
う
。
七
十
に
も
な
る

村
の
翁
だ
け
は
手
に
鋤
で
は
な
く
酒
を
持
っ
て
き
て
、
養
蚕
の
神
に
御
神
酒
を

祭
っ
て
か
ら
、
農
夫
に
も
飲
ま
せ
る
の
だ
。

○
田
家　

農
家
。
范
成
大
の
四
時
田
園
雑
興
晩
春
三
首
目
に
見
ら
れ
る
語
で
そ

の
影
響
下
の
詩
題
。『
聯
珠
詩
格
』
向
雪
湖
「
田
家
」
に
も
「
老
翁
八
十
猶
強
健
」

の
句
が
あ
る
。　

○
吉
日　

こ
れ
も
四
時
田
園
雑
興
春
日
十
一
首
目
に
あ
る
語
。

養
蚕
を
予
祝
す
る
習
俗
が
各
地
に
様
々
あ
っ
た
。
例
え
ば
、『
卜
居
集
』
120
詩
の

評
文
に
「
邦
人
、
仲
春
初
午
を
以
て
田
神
を
祭
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
所
謂
、

初
午
で
二
月
最
初
の
午
の
日
。
稲
荷
社
を
祭
る
が
、
こ
の
日
を
蚕
の
祭
日
と
す

る
風
習
も
あ
る
（『
年
中
行
事
事
典
』）。　

○
耕
桑　

桑
の
若
い
葉
は
蚕
の
餌
。　

○
田
祖　

神
農
な
ど
一
般
的
に
農
業
の
神
を
指
す
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ

は
養
蚕
の
神
で
あ
ろ
う
。

◎
田
家
二
首
の
連
作
は
、
四
時
田
園
雑
興
と
い
く
つ
か
の
語
彙
を
共
通
す
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
夏
日
の
四
・
五
首
目
に
直
接
的
に
学
ん
だ
習
作
的
作
品
と
見
ら

れ
る
（
次
詩
注
参
照
）。
四
時
田
園
雑
興
六
十
首
は
他
に
も
養
蚕
に
関
係
す
る
詩

が
多
い
。

◎
上
平
声
六
魚
「
初
」、
上
平
声
七
虞
「
區
、
夫
」
の
通
韻
。
七
絶
。

108
　
◇
2

戸
々
桒
蚕
方
已
熟　
　

戸
々
の
桑
蚕　

方
に
已
に
熟
す

繰
湯
湧

上
繅
車　
　

繰
湯　

雪
を
湧
し
て　

繅
車
に
上
す

『
卜
居
集
巻
之
下
』
注
釈
（
二
）
村
居
四
時
雜
題
十
九
首 

他

山　

口　
　
　

旬
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數
端
素
絹
都
充
税　
　

數
端
の
素
絹　

都
て
税
に
充
つ

纔
為
児
孫
長
丈
餘　
　

纔
に
児
孫
の
為
め
に
丈
餘
を
長
う
す

意
思
質
直
。
身
長
深
閨
而
不
知
桑
蚕
之
艱
難
者
、
可
以
鑒
矣
。

意
思
、
質
に
し
て
直
。
身
は
深
閨
に
長
じ
て
、
桑
蚕
の
艱
難
を
知
ら
ざ
る
者
、

以
て
鑑
ず
べ
し
。

【
訳
文
】
ど
こ
の
家
で
も
桑
を
食
べ
た
蚕
が
ち
ょ
う
ど
熟
蚕
と
な
っ
て
繭
を
作
っ

て
い
る
。
糸
を
繰
る
為
の
湯
の
中
か
ら
真
っ
白
な
雪
の
よ
う
な
糸
が
沸
く
か
の

よ
う
に
糸
繰
り
車
に
上
っ
て
い
く
。
し
か
し
こ
の
数
反
の
白
絹
は
全
て
納
税
に

充
て
ら
れ
る
。
児
や
孫
の
た
め
に
わ
ず
か
に
残
せ
る
の
は
一
丈
餘
の
長
さ
な
の

だ
。

詩
に
述
べ
ら
れ
た
思
い
は
質
朴
で
素
直
で
あ
る
。
箱
入
り
で
成
長
し
て
養
蚕
の

苦
労
を
知
ら
な
い
も
の
は
、
こ
の
詩
を
読
ん
で
参
考
に
す
る
べ
き
だ
。

○
桑
蚕　

蚕
の
虫
そ
の
も
の
を
指
す
。「
桑
蠶
到
老
絲
長
絆
」（
宋
・
謝
逸
、
花

心
動
閨
情
）
な
ど
。　

○
　

雪
の
本
字
。
蚕
は
年
間
何
回
も
繭
を
作
る
。
こ

こ
は
後
述
の
「
百
沸
繰
湯
雪
涌
波
」（
范
成
大
）
の
句
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
比
喩

と
し
て
の
雪
な
の
で
時
季
は
不
明
。　

○
繅
車　

糸
繰
り
車
。
范
成
大
詩
は
「
繰

湯
」「
繰
車
」
と
同
字
を
用
い
て
い
る
が
、
詩
佛
は
同
字
を
嫌
っ
て
「
繅
車
」
と

し
た
。
繅
車
は
陸
游
「
春
日
小
園
雜
賦
」
に
「
日
驅
秧
馬
聽
繅
車
。」
な
ど
に
見

ら
れ
る
。　

○
端　

反
と
同
じ
。
二
丈
（
二
十
尺
）、
の
ち
一
丈
八
尺
の
布
地
。　

○
税　

范
成
大
詩
に
「
大
耆
催
税
急
於
飛
」
の
句
が
あ
る
。
詩
佛
が
現
実
の
社

会
批
判
の
表
現
を
示
し
た
と
い
う
よ
り
范
成
大
の
詩
の
世
界
を
敷
衍
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

◎
晩
春
田
園
雜
興
十
二
絶
（
南
宋
・
范
成
大
）
の
四
首
目
「
百
沸
繰
湯
雪
涌
波
、

繰
車
嘈
囋
雨
鳴
蓑
。
桑
姑
盆
手
交
相
賀
、
綿
繭
無
多
絲
繭
多
。」
五
首
目
「
小
婦

連
宵
上
絹
機
、
大
耆
催
税
急
於
飛
。
今
年
幸
甚
蠶
桑
熟
、
留
得
黄
絲
織
夏
衣
。」

の
句
を
転
用
し
て
い
る
。

◎
韻
字
は
熟
は
踏
み
落
と
し
、
車
は
通
常
六
麻
だ
が
六
魚
に
も
通
じ
る
（
佩
文

韻
府
「
又
魚
韻
」）。
餘
は
六
魚
。
七
絶
。

109
　
宮
怨

莫
論
春
緑
早
兼
遲　
　

論
ず
る
こ
と
莫
か
れ　

春
緑
の
早
と
遲
と

一
得
秋
霜
孰
不
萎　
　

一
た
び
秋
霜
を
得
ば　

孰
か
萎
ま
ざ
ら
ん

長
信
宮
中
啼
月
夕　
　

長
信
宮
中　

月
に
啼
く
の
夕

昭
陽
殿
裡
舞
花
時　
　

昭
陽
殿
裡　

花
に
舞
ふ
の
時

去
帆
之
順
風
即
帰
帆
之
逆
風
。
轉
結
怨
而
不
乱
得
詩
人
之
體
焉
。

去
帆
の
順
風
、
即
ち
帰
帆
の
逆
風
な
り
。
轉
結
、
怨
み
て
乱
れ
ず
。
詩
人
の
體

を
得
た
り
。
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【
訳
文
】
春
の
草
々
の
萌
え
る
早
い
遅
い
な
ど
論
じ
て
も
し
か
た
な
い
こ
と
だ
。

一
回
秋
の
霜
が
降
り
れ
ば
、
ど
ち
ら
も
萎
ま
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
か
ら
だ
。

長
信
宮
の
中
で
は
、
月
の
夕
べ
に
泣
い
て
い
る
人
が
い
る
と
思
え
ば
、
そ
の
時
、

昭
陽
殿
の
中
で
は
花
に
舞
う
人
が
い
る
。
し
か
し
ど
ち
ら
も
一
時
の
春
の
花
と

同
じ
な
の
だ
。

往
く
と
き
に
は
帆
に
順
風
だ
っ
た
も
の
が
、
す
な
わ
ち
帰
り
に
な
る
と
同
じ
帆

に
対
し
て
逆
風
と
な
る
。
転
結
二
句
は
、
怨
み
の
気
持
ち
を
含
み
つ
つ
も
乱
れ

た
調
子
で
は
な
い
。
詩
人
の
あ
る
べ
き
姿
を
得
た
も
の
だ
。

○
宮
怨　

唐
詩
に
多
い
閨
怨
詩
の
詩
題
で
あ
り
、
そ
の
摸
倣
作
で
明
詩
に
も
多

い
。　

○
秋
霜　

白
髪
に
喩
え
る
。
こ
こ
は
美
貌
の
衰
え
か
ら
君
寵
を
失
う
こ

と
を
喩
え
る
。
一
般
的
な
語
彙
だ
が
、
非
常
に
有
名
な
の
は
「
不
知
明
鏡
裡
、

何
處
得
秋
霜
」（
盛
唐
・
李
白
、
秋
浦
曲
其
十
五
）
で
あ
る
。　

○
長
信
宮
中
～

昭
陽
殿
裡　

漢
の
成
帝
の
妃
、
班
婕
妤
は
張
飛
燕
姉
妹
に
君
寵
を
奪
わ
れ
て
長

信
宮
に
退
き
、
昭
陽
殿
に
は
張
飛
燕
が
住
ん
だ
と
い
う
故
事
に
基
づ
く
。
こ
こ

で
も
暗
に
そ
の
二
人
を
指
す
。

◎
山
本
北
山
の『
卜
居
集
』序
文
に「
當
時
の
詩
風
、李
王
の
毒
に
染
む
こ
と
深
し
。

近
ご
ろ
稍
く
其
の
非
を
覚
る
者
有
り
。
然
れ
ど
も
沈
痾
痼
疾
、
遽
に
脱
然
す
る

こ
と
難
し
。
天
民
、
始
よ
り
其
の
毒
に
中
ら
ず
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
詩
仏
は
世

代
的
に
前
代
の
格
調
派
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
の
詩
は
、

格
調
派
の
奉
じ
た
盛
唐
の
王
昌
齡
「
長
信
秋
詞
五
首 

其
五 

長
信
宮
中
秋
月
明
、

昭
陽
殿
下
搗
衣
聲
。
白
露
堂
中
細
草
迹
、
紅
羅
帳
裏
不
勝
情
。」
と
、
対
句
と
草

の
詩
想
を
共
通
し
、
全
面
的
に
こ
の
詩
の
影
響
下
に
あ
る
。『
卜
居
集
』
を
習
作

期
の
作
品
と
し
て
後
年
の
詩
仏
は
認
め
て
い
な
か
っ
た
の
は
こ
う
し
た
点
で
あ

ろ
う
（
詩
聖
堂
詩
話
）。

◎
上
平
声
四
支
。
七
絶
。

110
　
送
川
村
翁
　（
川
村
翁
を
送
る
）

雁
群
初
到
送
君
朝　
　

雁
群　

初
め
て
到
る　

君
を
送
る
の
朝

故
憶
風
光
行
處
饒　
　

故
ら
に
憶
ふ　

風
光　

行
く
處
に
饒
き
こ
と
を

山
舘
夜
寒
頻
轉
枕　
　

山
舘　

夜　

寒
く
し
て　

頻
り
に
枕
を
轉
じ

江
亭
月
冷
坐
吹
簫　
　

江
亭　

月　

冷
や
か
に
し
て　

坐
ろ
に
簫
を
吹
く

一
枝
藜
杖
量
流
水　
　

一
枝
の
藜
杖　

流
水
を
量
り

多
耳
麻
鞋
陟
峻
嶠　
　

多
耳
の
麻
鞋　

峻
嶠
に
陟
る

奇
跡
題
詩
趣
難
盡　
　

奇
跡
に
詩
を
題
し
て　

趣　

盡
き
難
く

還
知
更
使
画
工
描　
　

還
た
知
る　

更
に
画
工
を
し
て
描
か
し
む
る
こ
と
を

〔
此
行
従
者
有
善
画
者
〕〔
此
の
行
の
従
者
、
画
を
善
く
す
る
者
有
り
。〕

【
訳
文
】
君
を
送
る
こ
の
朝
、雁
の
群
れ
は
初
め
て
や
っ
て
来
た
。
秋
も
深
ま
っ

た
の
だ
。
だ
か
ら
特
別
に
思
い
を
馳
せ
る
、
君
の
行
く
と
こ
ろ
行
く
と
こ
ろ
秋

景
色
が
豊
か
で
あ
る
の
に
。
山
の
旅
館
で
は
夜
に
な
る
と
寒
さ
で
寝
づ
ら
く
、

頻
り
に
枕
を
動
か
す
だ
ろ
う
し
、
川
の
亭
で
見
る
月
は
冷
や
か
に
冴
え
渡
り
、

な
ん
と
は
な
し
に
簫
を
吹
い
た
り
す
る
だ
ろ
う
。
一
本
の
藜
の
杖
で
川
に
流
れ
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る
水
量
を
計
っ
て
渡
り
、
た
く
さ
ん
耳
が
付
い
た
草
鞋
で
、
険
し
い
山
々
を
歩

き
回
る
だ
ろ
う
。
趣
き
は
尽
く
し
が
た
く
、
名
勝
地
で
は
詩
を
作
っ
て
書
き
留

め
た
り
、
ま
た
、
更
に
絵
描
き
に
絵
を
描
か
せ
た
り
す
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
が
は
っ
き
り
わ
か
る
の
だ
。

〔
こ
の
一
行
の
従
者
に
は
、
画
を
う
ま
く
描
く
も
の
が
い
た
の
で
詩
中
で
言
及

し
た
。〕

○
川
村
翁　

川
村
寿
庵
。
生
年
未
詳
～
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
没
。『
甲
子

夜
話
』
な
ど
に
も
描
か
れ
る
江
戸
の
名
医
。「
奥
、
南
部
の
人
。
江
戸
へ
出
て
医

を
営
む
」（
柴
野
栗
山
「
名
山
図
譜
」
序
文
）
と
あ
り
、
ま
た
「
森
銑
三
「
谷
文

晁
伝
の
研
究
」（『
森
銑
三
著
作
集
』
第
三
巻
）
に
よ
れ
ば
川
村
翁
は
町
医
者
で

山
を
愛
し
、文
晁
に
『
名
山
図
譜
』
を
描
か
せ
た
。
川
村
寿
庵
。
号
は
錦
城
。」（
揖

斐
高
「
大
窪
詩
仏
年
譜
稿
」『
江
戸
詩
歌
論
』
Ｐ
619
）
と
い
う
。
川
村
寿
庵
に
関

し
て
は
、
齋
藤
里
香
「
奥
州
南
部
の
医
師 

川
村
寿
庵
を
め
ぐ
っ
て
」（『
岩
手
県

立
博
物
館
便
り
』
二
〇
〇
七
年
九
月
号
）
に
詳
し
い
。　

○
雁
群　

雁
は
晩
秋

に
北
方
か
ら
来
て
春
に
は
帰
る
と
言
わ
れ
る
。　

○
多
耳　

用
例
の
少
な
い
語

だ
が
草
鞋
の
紐
を
括
り
付
け
る
部
分
を
指
す
。　

○
使
画
工
描　

後
に
実
際
に

『
名
山
図
譜
』
を
描
か
せ
て
出
版
す
る
こ
と
に
な
る
。　

○
〔
此
行
～
〕　

割
注

で
改
行
し
た
評
文
と
は
区
別
し
て
あ
る
の
で
自
注
で
あ
ろ
う
。
こ
の
絵
の
得
意

な
従
者
と
は
川
村
翁
の
履
歴
か
ら
考
え
て
、
後
の
文
化
元
年
に
刊
行
す
る
『
名

山
図
譜
』
の
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
の
た
め
に
当
時
三
十
歳
前
後
だ
っ
た
谷
文
晁
、
或

い
は
そ
の
弟
の
元
旦
な
ど
で
あ
ろ
う
か
。

◎
こ
の
旅
立
つ
知
人
を
送
る
送
別
詩
は
古
来
数
多
く
影
響
関
係
は
考
え
に
く
い

が
、
テ
ー
マ
そ
の
も
の
は
盛
唐
詩
中
心
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
唐
詩
選
』
に
多
い

も
の
で
あ
る
。

◎
下
平
声
二
蕭
。
七
律
。
起
聯
「
風
光
」
を
前
聯
後
聯
で
そ
れ
ぞ
れ
、
川
村
翁

の
愛
好
す
る
と
い
う
山
と
川
に
分
け
て
具
体
的
に
展
開
し
、
尾
聯
「
奇
跡
」
で

全
部
を
受
け
る
構
成
で
あ
る
。

111
　
題
鷹
野
忠
人
所
居
　（
鷹
野
忠
人
の
所
居
に
題
す
）

幽
居
移
得
隣
禪
院　
　

幽
居　

移
し
得
て　

禪
院
に
隣
る

閉
戸
渾
無
塵
事
仍　
　

戸
を
閉
め　

渾
て
塵
事
の
仍
る
無
し

常
讀
聖
経
侵
夜
坐　
　

常
に
聖
経
を
讀
て
夜
を
侵
し
て
坐
し

時
聴
佛
板
待
明
興　
　

時
に
佛
板
を
聴
て
明
を
待
て
興お

く

苔
庭
餘
跡
必
皆
鳥　
　

苔
庭　

跡
を
餘
す　

必
ず
皆
な
鳥

全
壁
題
名
半
此
僧　
　

全
壁　

名
を
題
す　

半
ば
此
れ
僧

世
俗
休
将
孫
敬
喚　
　

世
俗　

孫
敬
を
将
て
喚
ぶ
こ
と
を
休
め
よ

先
生
名
貫
姓
元
鷹　
　

先
生　

名
は
貫　

姓
は
元
と
鷹

【
訳
文
】
隠
居
の
願
い
を
遂
げ
て
禅
寺
の
隣
り
に
引
っ
越
し
た
。
閉
戸
先
生
の

よ
う
に
戸
を
閉
め
切
れ
ば
全
く
俗
事
が
か
か
ず
ら
う
こ
と
も
な
い
。
常
に
聖
人

の
経
典
を
夜
遅
く
ま
で
坐
っ
て
読
み
、
時
に
は
寺
の
仏
板
の
音
を
聴
て
夜
の
明

け
る
の
を
待
っ
て
起
き
上
が
る
。
誰
も
入
ら
な
い
苔
の
庭
に
足
跡
を
残
す
の
は

必
ず
皆
な
鳥
の
し
わ
ざ
で
、
全
て
の
壁
に
名
を
題
し
て
い
る
の
は
寺
の
隣
だ
け
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山
口　

旬　
『
卜
居
集
巻
之
下
』
注
釈
（
二
）
村
居
四
時
雜
題
十
九
首 
他

に
半
ば
僧
侶
の
作
だ
。
世
間
の
人
々
よ
、
閉
戸
先
生
だ
か
ら
と
言
っ
て
孫
敬
と

喚
ぶ
こ
と
は
止
め
て
ほ
し
い
。
こ
の
先
生
は
、
名
は
僧
侶
の
如
く
貫
、
姓
は
鳥

の
よ
う
に
も
と
も
と
鷹
野
と
い
う
方
な
の
だ
。

○
鷹
野
忠
人　

山
本
北
山
の
門
人
で
、
儒
者
。『
臭
蘭
稿
甲
集
』
下
に
「
鷹
野

忠
人　

名
は
貫
、
魯
屋
と
号
す
。
東
都
白
山
鶏
声
窪
の
人
な
り
。
儒
を
以
て
業

と
為
す
。」
と
あ
る
。
ま
た
、『
詩
聖
堂
詩
話
』
に
「
名
は
貫
、
字
は
忠
人
」
と

あ
る
。
そ
の
記
事
に
よ
れ
ば
『
卜
居
集
』
出
版
の
協
力
者
で
あ
る
。　

○
幽
居　

『
臭
蘭
稿
甲
集
』
は
『
卜
居
集
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
寛
政
五
年
刊
行
な
の
で
そ
の

「
東
都
白
山
鶏
声
窪
の
人
」
と
い
う
記
述
が
詩
中
の
鷹
野
忠
人
の
「
所
居
」
で
あ

り
、「
幽
居
」
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
白
山
の
鶏
声
が
窪
（
現
文
京
区
白

山
五
丁
目
東
洋
大
学
辺
）
に
は
日
蓮
宗
朝
昌
山
蓮
久
寺
な
ど
も
現
存
し
、
現
在

も
寺
町
で
あ
る
の
で
、
確
定
は
で
き
な
い
が
詩
の
表
現
は
実
態
を
表
し
て
い
よ

う
。　

○
閉
戸　

閉
戸
先
生
の
故
事
か
ら
言
う
。
閉
戸
先
生
は
後
述
の
孫
敬
の

こ
と
。　

○
佛
板　

魚
板
を
聖
経
と
対
に
す
る
た
め
に
言
い
換
え
た
か
。魚
板
は
、

魚
型
の
板
で
禅
寺
な
ど
で
時
刻
の
合
図
に
た
た
く
。　

○
孫
敬　

漢
の
信
都
の

人
。
字
は
文
寶
。
戸
を
閉
じ
て
読
書
し
、
睡
く
な
れ
ば
縄
を
頸
に
か
け
、
之
を

梁
上
に
か
く
。
か
つ
て
市
に
入
る
や
市
人
は
閉
戸
先
生
と
呼
ん
だ
と
い
う
（『
尚

友
録
』）。

◎
起
聯
「
幽
居
」「
禅
院
に
隣
る
」
を
前
聯
後
聯
で
具
体
的
に
展
開
し
、
尾
聯
で

起
聯
の
「
閉
戸
」
を
受
け
て
終
わ
る
構
成
で
あ
る
。
後
聯
は
僧
と
し
て
の
貫
休

と
鳥
と
し
て
の
鷹
を
意
識
し
て
い
る
。
鳥
で
あ
る
鷹
や
僧
で
あ
る
貫
を
名
に
冠

す
る
鷹
野
貫
が
こ
の
幽
居
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。

◎
下
平
声
十
蒸
、
一
句
目
は
踏
み
落
と
し
。
七
律
。

112
　
送
甲
斐
士
膚
帰
豊
後
（
甲
斐
士
膚
の
豊
後
に
帰
る
を
送
る
）

直
到
難
波
便
上
船　
　

直
に
難
波
に
到
て　

便
ち
船
に
上
る

海
程
渺
々
遠
相
連　
　

海
程　

渺
々
と
し
て　

遠
く
相
連
な
る

雲
烟
所
望
雖
無
國　
　

雲
烟　

望
む
所　

國
無
し
と
雖
ど
も

星
象
靡
行
不
有
天　
　

星
象　

行
く
と
し
て
天
有
ら
ざ
る
靡な

し

風
曉
揚
帆
衝
霧
去　
　

風
曉　

帆
を
揚
て　

霧
を
衝
て
去
り

雨
宵
下
錠
聴
潮
眠　
　

雨
宵　

錠
を
下
し
て　

潮
を
聴
て
眠
る

此
行
非
是
歸
郷
里　
　

此
の
行　

是
れ
郷
里
に
歸
る
に
非
ず
ん
ば

争
耐
羈
愁
入
夢
牽　
　

争
で
か
耐
へ
ん　

羈
愁
の
夢
に
入
て
牽
く
に

前
聯
豪
壮
。　

前
聯
、
豪
壮
た
り
。

【
訳
文
】
先
ず
は
ま
っ
す
ぐ
に
大
阪
に
行
っ
て
、
そ
こ
か
ら
船
に
乗
る
。
そ
こ

か
ら
の
海
の
旅
程
は
、
は
る
か
か
な
た
ま
で
果
て
し
な
く
連
な
っ
て
い
る
。
彼

方
を
望
ん
で
も
雲
や
靄
ば
か
り
で
ど
こ
に
も
国
は
無
い
け
れ
ど
も
、
空
が
な
い

と
い
う
と
こ
ろ
は
な
く
星
は
ど
こ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
風
吹
く
暁
に
は

帆
を
高
く
揚
げ
て
霧
を
も
か
ま
わ
ず
進
み
、
雨
降
る
宵
に
は
錨
を
下
し
て
潮
の

音
を
聴
き
な
が
ら
眠
る
。
も
し
こ
の
旅
が
故
郷
に
帰
る
の
で
な
か
っ
た
ら
、
ど

う
し
て
旅
愁
が
夢
の
中
に
ま
で
に
入
っ
て
来
て
ま
と
わ
り
つ
く
の
に
耐
え
ら
れ
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成
蹊
人
文
研
究　

第
二
十
三
号
（
二
〇
一
五
）

よ
う
か
。

前
聯
は
豪
快
壮
大
な
表
現
で
あ
る
。

○
甲
斐
士
膚　

未
詳
。
こ
の
時
期
の
詩
仏
の
周
辺
に
『
幼
公
遺
草
』
で
追
悼
の

詩
を
寄
せ
て
い
る
甲
斐
貞
敏
と
い
う
人
が
い
る
が
あ
る
い
は
同
一
人
か
。　

○

難
波　

大
阪
か
ら
大
分
へ
瀬
戸
内
海
を
通
る
船
便
が
あ
っ
た
。　

◎
起
聯
で
い
う
旅
の
は
る
か
さ
を
前
聯
で
、
海
の
旅
を
後
聯
で
展
開
す
る
。
そ

れ
を
尾
聯
「
此
の
行
」
で
受
け
て
ま
と
め
る
構
成
。

◎
下
平
声
一
先
。
七
律
。

113
　
偶
成

獨
讀
黄
庭
焚
炷
香　
　

獨
り
黄
庭
を
讀
て　

炷
香
を
焚
く

閑
身
又
是
比
僧
忙　
　

閑
身　

又
是
れ
僧
に
比
す
れ
ば
忙
な
り

晩
来
欲
復
蒸
殘
飯　
　

晩
来　

復
た
殘
飯
を
蒸
さ
ん
と
欲
す
れ
ば

門
外
呼
過
小
宰
羊　
　

門
外　

呼
び
過
ぐ　

小
宰
羊

小
宰
羊
豆
腐
一
名
道
着
即
好
。　

小
宰
羊
は
、
豆
腐
の
一
名
な
り
。
道
ひ
着
き

て
即
ち
好
し
。

【
訳
文
】
ひ
と
り
香
を
焚
い
て
『
黄
庭
経
』
を
読
ん
で
い
る
。
ひ
ま
な
身
と
言
っ

て
も
、
僧
侶
に
比
べ
れ
ば
多
忙
な
の
だ
。
夕
方
に
な
っ
た
ら
ま
た
残
っ
た
飯
を

蒸
す
つ
も
り
だ
が
、
お
り
よ
く
門
の
外
で
豆
腐
の
売
り
声
が
通
り
過
ぎ
て
行
く
。

小
宰
羊
は
豆
腐
の
別
名
だ
が
、
こ
こ
で
ぴ
っ
た
り
と
言
い
当
て
て
非
常
に
よ
い
。

○
黄
庭　
『
黄
庭
経
』。
道
教
の
経
文
。　

○
炷
香　

炷
も
焚
も
香
を
た
く
意
。　

○
閑
身
の
句　

僧
侶
に
比
較
し
て
忙
し
い
と
い
う
類
想
句
「
若
比
老
僧
雲
未
閑
」

（
山
中
僧
・
天
隨
子
）
は
『
連
珠
詩
格
』
に
取
ら
れ
、
ま
た
詩
仏
の
盟
友
柏
木
如

亭
の
『
訳
注
連
珠
詩
格
』
に
も
取
ら
れ
て
い
る
の
で
影
響
関
係
が
う
か
が
え
る
。　

○
小
宰
羊　

豆
腐
の
別
名
。
宋
・
陶
穀
の
『
清
異
録
』「
官
志
」
に
「
時
戢
と
い

う
も
の
が
青
陽
県
の
丞
と
な
っ
た
。
己
れ
を
潔
く
し
民
に
勤
め
た
。
節
約
の
為

に
肉
は
食
べ
ず
、
日
に
数
丁
の
豆
腐
を
買
っ
て
食
べ
た
。
そ
こ
で
村
人
た
ち
は
、

豆
腐
の
こ
と
を
小
宰
羊
（
副
知
事
の
羊
）
と
呼
ん
だ
。」
と
い
う
故
事
が
あ
る
。

こ
の
小
宰
羊
と
い
う
別
名
が
こ
の
詩
に
ぴ
っ
た
り
と
は
ま
っ
て
い
る
と
中
野
素

堂
が
評
し
て
い
る
の
は
、
転
句
で
述
べ
た
残
飯
を
蒸
し
て
食
べ
る
よ
う
な
生
活

が
倹
約
家
の
時
戢
の
故
事
と
響
き
合
う
か
ら
で
あ
る
。

◎
『
臭
蘭
稿
甲
集
』
に
載
る
詩
で
（
上
９
オ
「
偶
成
」）、
字
句
に
異
同
は
な
い
。

偶
成
と
い
う
詩
題
で
日
常
生
活
の
ス
ケ
ッ
チ
の
詩
で
あ
る
。
こ
う
し
た
素
材
や

方
法
は
清
新
性
霊
派
の
詩
論
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。

◎
下
平
声
七
陽
。
七
絶
。

114
　
賣
詩
翁

禿
筆
唯
因
人
請
揮　
　

禿
筆　

唯
だ
人
の
請
ふ
に
因
て
揮
ふ
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山
口　

旬　
『
卜
居
集
巻
之
下
』
注
釈
（
二
）
村
居
四
時
雜
題
十
九
首 
他

一
世
休
言
活
計
微　
　

一
世　

言
ふ
を
休
め
よ　

活
計　

微
な
り
と

幾
斷
詩
腸
渾
賣
盡　
　

幾
斷
の
詩
腸　

渾
て
賣
り
盡
し
て

黄
公
壚
上
買
鉤
歸　
　

黄
公
壚
上　

鉤
を
買
て
歸
る

【
訳
文
】
ち
び
た
筆
を
た
だ
人
に
書
画
を
頼
ま
れ
た
と
き
だ
け
揮
う
と
い
う
暮

ら
し
。
世
間
の
人
々
よ
、
生
活
力
が
乏
し
い
な
ど
と
は
言
わ
な
い
で
ほ
し
い
。

詩
の
中
で
何
回
も
腸
を
断
っ
て
「
詩
腸
」
を
ち
ゃ
ん
と
全
て
売
り
つ
く
し
て
は
、

黄
公
の
酒
場
に
行
っ
て
詩
を
釣
る
と
い
う
別
名
の
酒
を
飲
ん
で
帰
る
と
い
う
生

活
を
し
て
い
る
の
だ
か
ら
。

○
賣
詩
翁　

詩
仏
は
青
年
時
代
か
ら
詩
仏
老
人
と
署
名
し
た
が
っ
て
い
た
と
い

う
（「
大
窪
詩
仏
年
譜
稿
」『
江
戸
詩
歌
論
』
Ｐ
643
）。
卜
居
集
は
詩
仏
二
十
歳
台

後
半
の
作
で
あ
る
。
売
茶
翁
な
ど
に
な
ら
っ
た
詩
の
中
だ
け
の
架
空
の
自
称
か
。　

○
黄
公
壚　

黄
公
酒
壚
。
黄
公
が
酒
を
飲
ん
だ
と
こ
ろ
。
黄
公
は
秦
末
に
乱
を

避
け
て
商
山
に
隠
居
し
た
商
山
四
皓
の
一
人
。　

○
断
腸　

は
ら
わ
た
が
ち
ぎ

れ
る
ほ
ど
の
悲
し
み
苦
し
み
の
意
で
詩
に
多
用
さ
れ
る
語
。
詩
人
な
の
で
特
に

詩
腸
を
断
つ
と
表
現
し
た
。
詩
人
な
ら
詩
の
中
で
幾
た
び
も
断
腸
し
て
い
る
と

い
う
意
。　

○
鉤　

酒
の
別
名
、
釣
詩
鉤
を
指
す
。

◎
上
平
声
五
微
。
七
絶
。

115
　
郊
村

夕
陽
揺
動
亂
流
中　
　

夕
陽　

揺
動
す　

亂
流
の
中

熟
稲
芟
餘
半
野
風　
　

熟
稲　

芟か

り
餘
す　

半
野
の
風

村
落
燕
稀
知
社
近　
　

村
落　

燕　

稀
に
し
て　

社
の
近
き
を
知
り

坰
塲
酒
賤
識
年
豊　
　

坰け
い
じ
ょ
う塲　

酒　

賤や
す

く
し
て　

年
の
豊
な
る
を
識
る

松
丘
竹
塢
人
家
隔　
　

松
丘　

竹
塢　

人
家　

隔
り

蘆
岸
荷
坪
径
路
通　
　

蘆
岸　

荷
坪　

径
路　

通
ず

忽
遇
児
童
看
客
到　
　

忽
ち
児
童
の
客
を
看
て
到
る
に
遇
ふ

賣
與
秋
郊
菌
一
籠　
　

賣
與
す　

秋
郊
の
菌
一
籠

一
篇
流
麗
玩
味
有
餘
。　

一
篇
流
麗
、
玩
味
、
餘
り
有
り
。

【
訳
文
】
夕
陽
が
波
で
乱
れ
る
水
路
の
表
面
で
き
ら
き
ら
と
揺
れ
て
い
る
。
熟

し
た
稲
を
ま
だ
刈
り
尽
く
し
て
な
く
て
、
半
分
だ
け
の
野
原
に
風
が
吹
き
わ
た

る
。
村
の
中
で
は
燕
を
見
か
け
る
こ
と
も
稀
に
な
っ
て
秋
祭
り
の
近
い
の
に
気

が
つ
き
、
こ
の
郊
外
で
は
酒
の
値
段
が
安
く
豊
年
な
の
を
知
る
。
松
や
竹
の
あ

る
丘
や
堤
で
人
家
は
互
い
に
隔
っ
て
い
る
が
、
蘆
や
蓮
の
あ
る
岸
や
平
地
で
道

は
通
じ
て
い
る
。
客
が
い
る
と
見
て
や
っ
て
き
た
子
供
に
そ
の
道
で
ふ
と
出
会
っ

た
。
秋
の
山
か
ら
採
っ
て
き
た
籠
い
っ
ぱ
い
の
茸
を
売
り
に
き
た
の
だ
。

こ
の
一
篇
は
流
れ
る
よ
う
に
美
し
い
。
何
度
も
愛
吟
し
て
も
足
り
な
い
。

○
郊
村　

范
成
大
の
「
四
時
田
園
雑
興
」
の
世
界
を
連
想
さ
せ
る
詩
題
で
あ
る
。　

○
燕　

燕
は
春
社
で
来
て
秋
社
で
帰
る
と
い
わ
れ
る
。
宋
・
陸
游
に
「
梁
燕
委
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巣
知
社
近
」（
幽
居
）
の
類
想
句
が
あ
る
。　

○
坰
塲　

林
の
外
ま
わ
り
十
里
。

郊
外
。　

○
酒
賤　

賤
は
値
が
安
い
意
。
陸
游
に
「
燈
火
市
樓
知
酒
賤
、
歌
呼

村
路
覺
年
豐
」（
官
居
戯
詠
三
首
其
一
）
の
酒
賤
と
年
豐
の
同
想
の
対
句
が
あ
る
。

◎
こ
の
詩
で
は
茸
の
種
類
は
限
定
で
き
な
い
が
、
松
茸
で
あ
れ
ば
楊
誠
齋
、
六

如
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
詩
材
で
あ
り
、
第
二
詩
集
『
詩
聖
堂
百
絶
』
で
は
詩

仏
自
身
が
連
作
絶
句
を
作
っ
て
い
て
、
そ
の
先
駆
的
作
品
と
言
え
る
。
詩
仏
に

は
同
じ
テ
ー
マ
を
繰
り
返
し
追
求
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。

◎
上
平
声
一
東
。
七
律
。
郊
村
の
情
景
を
次
々
と
述
べ
、
六
句
目
七
句
目
に
至
っ

て
主
人
公
が
散
策
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
構
成
で
あ
る
。
中
野
素
堂
評
は
そ

れ
を
流
麗
と
言
っ
た
。

116
　
尋
梅

尋
遍
梅
花
行
遍
野　
　

梅
花
を
尋
ね
遍
く
し
て　

野
を
行
き
遍
う
す

短
籬
低
楥
月
纖
　々
　

短
籬　

低て
い
け
ん楥　

月　

纖
々

一
聲
長
笛
人
歸
處　
　

一
聲
の
長
笛　

人　

歸
る
處と

き

雪
逐
斜
風
上
帽
檐　
　

雪
は
斜
風
を
逐
て
帽
檐
を
上
る

【
訳
文
】
梅
花
を
尋
ね
尽
く
し
て
、
野
を
行
き
尽
く
し
た
。
低
い
籬
や
屋
根
瓦

に
纖
々
た
る
細
い
月
が
か
か
る
。
そ
し
て
人
が
も
う
帰
ろ
う
と
す
る
と
、
一
節

の
長
笛
の
音
、「
梅
花
落
」
の
曲
が
聞
こ
え
た
。
そ
の
時
あ
た
か
も
「
梅
花
落
」

の
世
界
の
よ
う
に
、
雪
の
よ
う
な
白
梅
の
落
花
は
斜
め
に
吹
き
上
げ
る
風
に
乗
っ

て
ひ
ら
ひ
ら
と
帽
子
の
縁
に
上
っ
て
来
た
の
だ
。

○
低
楥　

楥
は
く
つ
が
た
。
鬼
瓦
の
原
形
。　

○
一
聲
長
笛　

横
笛
曲
「
梅
花

落
」
を
暗
示
す
る
。　

○
處　

ト
キ
と
訓
み
、
場
所
で
は
な
く
時
を
表
す
用
法
。　

○
雪　

白
梅
を
指
す
。

◎
尋
梅
の
詩
題
も
陸
游
な
ど
に
例
が
多
く
詩
仏
も
繰
り
返
し
追
い
か
け
た
テ
ー

マ
で
あ
る
。

◎
下
平
声
十
四
塩
、
起
句
は
踏
み
落
と
し
。
七
絶
。

117
　
村
居
四
時
雜
題
十
九
首
　
◇
1

青
松
翠
竹
挟
門
垂　
　

青
松
翠
竹　

門
を
挟
み
て
垂
る

聊
覺
朝
暾
影
更
遲　
　

聊
か
覺
ゆ　

朝
暾
の
影　

更
に
遲
き
こ
と
を

一
領
綿
衣
新
着
了　
　

一
領
の
綿
衣　

新
に
着
了
し

閑
携
童
稚
謁
叢
祠　
　

閑
に
童
稚
を
携
て　

叢
祠
に
謁
す

真
率
可
喜
。
歳
首
立
松
竹
於
門
戸
邦
俗
也
歳
華
紀
麗
云
松
標
高
戸
董
勛
問
礼
云

繋
松
枝
于
戸
彼
方
亦
有
之
第
二
句
只
言
人
心
之
別
耳
。

真
率
、
喜
ぶ
べ
し
。
歳
首
、
松
竹
を
門
戸
に
立
つ
、
邦
俗
な
り
。『
歳
華
紀
麗
』

に
云
ふ
、「
松
、高
戸
に
標
す
」
と
。『
董と
う
く
ん
も
ん
れ
い

勛
問
礼
』
に
云
ふ
、「
松
枝
を
戸
に
繋
ぐ
」

と
。
彼
方
も
亦
た
之
れ
有
り
。
第
二
句
、
只
だ
人
心
の
別
を
言
ふ
の
み
。

【
訳
文
】
青
い
松
と
翠
の
竹
が
門
を
挟
ん
で
緑
を
垂
ら
し
て
い
る
。
そ
の
緑
の

せ
い
で
い
く
ら
か
朝
日
の
光
が
射
す
時
間
が
遅
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
一
領



−35−

山
口　

旬　
『
卜
居
集
巻
之
下
』
注
釈
（
二
）
村
居
四
時
雜
題
十
九
首 
他

の
綿
の
着
物
で
は
あ
る
が
、
新
た
に
身
に
つ
け
て
の
ん
び
り
幼
い
子
供
を
連
れ

て
木
の
茂
っ
た
鎮
守
の
社
に
詣
で
る
。

率
直
な
表
現
で
喜
ぶ
べ
き
だ
。
歳
の
始
め
に
松
と
竹
を
門
松
と
し
て
門
戸
に
立

て
る
の
は
日
本
の
風
習
で
あ
る
。
し
か
し
、『
歳
華
紀
麗
』
に
「
松
を
、
高
い
戸

に
標
す
」
と
あ
り
、『
董
勛
問
礼
』
に
「
松
の
枝
を
戸
に
つ
な
ぐ
」
と
あ
る
。
か

の
中
国
に
も
ま
た
こ
う
し
た
似
た
習
慣
が
あ
る
よ
う
だ
。
第
二
句
で
朝
日
の
時

間
が
遅
い
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
た
だ
人
の
感
じ
方
が
そ
う
だ
と
言
っ
た
の
み

で
本
当
に
時
間
が
遅
い
わ
け
で
は
な
い
。

○
村
居
四
時
雜
題
十
九
首　

范
成
大
の
「
四
時
田
園
雑
興
」
を
模
し
た
詩
題
で

あ
る
。　

○
青
松
翠
竹　

門
松
の
こ
と
。　

○
叢
祠　

田
舎
の
鎮
守
の
社
。　

○
歳
華
紀
麗　

類
書
。
和
刻
本
が
あ
る
。　

○
董
勛
問
礼　
『
歳
華
紀
麗
』
の
同

じ
部
分
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
董
勛
は
後
漢
の
人
。

◎
門
松
・
初
詣
で
新
年
の
詩
。
四
時
田
園
雑
興
に
倣
い
な
が
ら
も
、
日
本
の
現

実
や
自
己
の
個
性
を
出
そ
う
と
し
た
意
欲
作
で
あ
る
。
107
、
108
「
田
家
」
二
首

や
115
「
郊
村
」
な
ど
が
そ
の
準
備
的
作
品
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
姿
勢
は
第
二

詩
集
『
詩
聖
堂
百
絶
』
に
受
け
継
が
れ
る
。

◎
上
平
声
四
支
。
七
絶
。

118
　
◇
2

氷
雪
春
消
浪
漲
溪　
　

氷
雪　

春
に
消
じ
て　

浪　

溪
に
漲
る

孤
村
糞
火
隔
楊
堤　
　

孤
村
の
糞
火　

楊
堤
を
隔
つ

農
書
閲
罷
還
牽
杖　
　

農
書　

閲
し
罷
て　

還
た
杖
を
牽
き

試
伴
丁
男
踏
麦
畦　
　

試
に
丁
男
に
伴
て
麦
畦
を
踏
む

【
訳
文
】
氷
や
雪
も
春
に
な
っ
て
す
っ
か
り
解
け
て
消
え
、
谷
川
に
は
春
水
の

波
が
漲
る
よ
う
に
な
っ
た
。
楊
の
堤
を
隔
て
て
む
こ
う
に
、
一
つ
だ
け
あ
る
村

で
は
獣
糞
で
焚
き
火
を
し
て
い
る
。
農
学
の
書
物
な
ど
調
べ
終
わ
っ
て
は
ま
た

杖
を
引
い
て
、
試
し
に
若
い
下
男
に
つ
い
て
行
っ
て
畦
の
麦
を
実
際
に
踏
ん
で

み
る
。

○
糞
火　

宋
詩
に
見
ら
れ
る
語
。
牛
糞
な
ど
を
焚
き
火
の
よ
う
に
燃
や
し
て
芋

な
ど
を
焼
い
た
。
例
え
ば
、「
牛
糞
火
中
焼
芋
子
」（
北
宋
・
蘇
軾
「
除
夕 

訪
子

野
食
焼
芋 

戯
作
」）
な
ど
。　

○
農
書　

元
の
王
禎
に
『
農
書
』
が
あ
る
。
そ
れ

に
限
定
せ
ず
一
般
的
に
農
学
の
書
と
見
れ
ば
、日
本
で
は
宮
崎
安
貞
『
農
業
全
書
』

な
ど
が
普
及
し
て
い
た
。　

○
踏
麦
畦　

所
謂
、
麦
踏
み
。

◎
麦
踏
み
は
初
春
の
景
物
で
初
春
の
詩
。
獣
糞
を
燃
や
す
の
は
乾
燥
し
た
地
域

で
は
一
般
的
な
行
為
だ
が
多
湿
の
日
本
で
は
現
実
で
は
な
い
。
つ
ま
り
は
興
味

あ
る
詩
語
と
し
て
詩
中
に
採
用
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
前
代
の
格
調
派
の
、
偽

唐
詩
と
し
て
批
判
さ
れ
た
詩
の
方
法
論
か
ら
出
て
い
な
い
。

◎
上
平
声
八
齊
。
七
絶
。

119
　
◇
3
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杏
花
風
節
雨
如
絲　
　

杏
花
の
風
の
節
に
し
て　

雨　

絲
の
如
く

檢
暦
先
知
下
種
時　
　

暦
を
檢
し
て　

先
づ
知
る　

種
を
下
す
の
時

爐
火
紅
殘
檐
滴
細　
　

爐
火　

紅
殘
し
て　

檐
滴　

細
く

暖
衾
一
夜
夢
春
池　
　

暖
衾　

一
夜　

春
池
を
夢
む

其
意
專
在
耕
稼
而
無
復
他
慮
抑
老
農
之
事
也
。

其
の
意
、
專
ら
耕
稼
に
在
て
、
復
た
他
慮
無
し
。
抑そ
も
そも
老
農
の
事
な
り
。

【
訳
文
】
雨
水
の
時
期
に
吹
く
と
い
う
杏
花
の
風
が
ま
さ
に
吹
き
、
ま
さ
に
雨

も
糸
の
よ
う
に
降
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
暦
を
調
べ
て
種
を
蒔
く
時
を
ま
ず
確
認

す
る
。
囲
炉
裏
の
火
の
紅
は
消
え
か
か
り
、
軒
を
垂
れ
る
雨
滴
は
細
く
な
っ
た
。

暖
か
い
寝
具
の
中
で
一
晩
中
、
春
の
池
塘
に
草
が
生
い
茂
る
時
を
夢
み
て
い
る

の
だ
。

そ
の
心
は
専
ら
耕
稼
に
あ
っ
て
他
の
こ
と
は
何
も
考
え
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も

こ
の
詩
は
老
農
の
事
な
の
で
あ
る
。

○
杏
花
風
節　

杏
花
は
二
十
四
番
花
信
風
の
十
一
番
目
に
あ
た
る
。
雨
水
。　

○
夢
春
池　

池
塘
春
草
の
夢
。
宋
・
陸
游
「
寄
彦
成
榮
歸
」
に
「
吟
牽
芳
草
夢

春
池
」
の
句
が
あ
る
。　

○
老
農　

池
塘
春
草
の
夢
は
青
春
時
代
の
楽
し
み
で

あ
る
が
、
こ
こ
は
そ
う
し
た
こ
と
で
は
な
く
専
ら
春
の
農
耕
の
こ
と
を
考
え
て

い
る
こ
と
を
言
う
。
老
農
は
『
論
語
』
子
路
「
樊
遅
、
稼
を
学
ば
ん
と
請
ふ
、

子
曰
く
、
吾
は
老
農
に
如
か
ず
」
か
ら
。
中
野
評
に
「
耕
稼
」
と
言
っ
て
い
る

の
も
こ
こ
を
意
識
す
る
。

◎
雨
水
は
初
春
。

◎
上
平
声
四
支
。
七
絶
。

120
　
◇
4

仲
春
初
午
雨
新
収　
　

仲
春　

初
午　

雨　

新
に
収
る

家
醞
市
肴
先
禱
秋　
　

家
醞　

市
肴　

先
づ
秋
を
禱
る

社
鼓
村
々
響
如
海　
　

社
鼓　

村
　々

響　

海
の
如
し

翠
篁
深
處
挂
燈
毬　
　

翠
篁　

深
き
處　

燈
毬
を
挂
く

〔
邦
人
以
仲
春
初
午
祭
田
神
〕〔
邦
人
、
仲
春
初
午
を
以
て
田
神
を
祭
る
。〕

【
訳
文
】
仲
春
の
初
午
の
日
、
昨
日
と
う
っ
て
変
わ
っ
て
雨
も
収
っ
た
。
自
家

製
の
酒
、
市
で
仕
入
れ
た
肴
で
、
ま
ず
秋
の
豊
作
を
祈
る
。
祭
り
太
鼓
は
ど
こ

の
村
々
で
も
響
き
わ
た
り
海
の
真
ん
中
で
波
音
を
聞
く
よ
う
で
、
緑
の
竹
林
の

深
い
と
こ
ろ
に
ま
で
提
灯
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
。

〔
我
が
国
の
人
は
、
仲
春
初
午
の
日
に
田
の
神
の
祭
り
を
す
る
。〕

○
仲
春
初
午　

二
月
の
最
初
の
午
の
日
。
稲
荷
社
を
祭
る
。　

○
邦
人　

以
下

は
自
注
。

◎
下
平
声
十
一
尤
。
七
絶
。
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121
　
◇
5

児
荷
藤
籃
入
一
溪　
　

児
は
藤
籃
を
荷
て
一
溪
に
入
る

溪
流
清
處
洗
芹
泥　
　

溪
流　

清
き
處　

芹
泥
を
洗
ふ

無
端
思
得
去
年
事　
　

端
無
く
も
思
ひ
得
た
り　

去
年
の
事

月
夜
尋
梅
雪
裡
迷　
　

月
夜　

梅
を
尋
ね
て　

雪
裡
に
迷
ひ
し
こ
と
を

　
　
　
　

右
早
春

【
訳
文
】
連
れ
の
子
供
は
藤
の
籃
を
担
っ
て
一
筋
の
谷
川
に
入
っ
て
い
く
。
川

の
流
れ
の
清
ら
か
な
あ
た
り
で
芹
の
泥
を
洗
う
。
わ
け
も
な
く
去
年
の
事
を
思

い
出
し
た
。
今
は
雪
も
無
く
な
っ
た
が
、
去
年
に
月
の
夜
に
梅
を
尋
ね
て
、
雪

の
中
に
迷
っ
た
の
だ
。

　
　

右
ま
で
は
早
春
の
詩
で
あ
る
。

○
藤
籃　

ふ
じ
の
か
ご
。
藤
は
あ
る
い
は
籐
か
。　

○
溪
～
溪　

起
句
の
末
の

字
を
承
句
の
頭
に
重
用
す
る
修
辞
。　

○
芹　

春
の
七
草
の
一
つ
。　

○
去
年

事　

具
体
的
な
事
柄
が
あ
る
か
。　

○
右
早
春　

117
詩
か
ら
こ
の
詩
ま
で
を
指

す
。
范
成
大
の
四
時
田
園
雑
興
は
七
絶
の
六
十
首
連
作
だ
が
、
季
節
の
割
り
振

り
は
、
春
十
二
首
、
晩
春
十
二
首
、
夏
十
二
首
、
秋
十
二
首
、
冬
十
二
首
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
連
作
も
そ
れ
に
倣
っ
て
春
を
早
春
と
晩
春
と
二
つ
に
分
け
た
。

120
詩
の
仲
春
も
早
春
の
中
に
含
め
た
。

◎
上
平
声
八
齊
。
七
絶
。

122
　
◇
6

閑
身
無
事
日
如
年　
　

閑
身　

無
事
に
し
て　

日　

年
の
如
し

小
鼎

々
茗
吐
煙　
　

小
鼎　
し
ゅ
う
し
ゅ
う々と
し
て　

茗　

煙
を
吐
く

不
管
人
間
開
落
事　
　

人
間
開
落
の
事
に
管
せ
ず

満
窗
斜
日
背
花
眠　
　

満
窗
の
斜
日　

花
に
背
て
眠
る

清
雅
穏
帖
無
事
之
境
道
得
最
佳
。
村
居
中
之
高
者
也
。

清
雅
穏
帖
、
無
事
の
境
、
道い

ひ
得
て
最
も
佳
。「
村
居
」
中
の
高
き
者
な
り
。

【
訳
文
】
ひ
ま
な
身
は
特
に
す
る
こ
と
も
無
く
一
日
が
一
年
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
。
小
さ
な
茶
釜
が
シ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
と
鳴
っ
て
茶
の
煙
を
吐
い
て
い
る
。
世

間
で
は
花
が
開
い
た
落
ち
た
と
言
っ
て
い
る
が
、
そ
ん
な
こ
と
に
関
わ
り
な
く
、

窓
い
っ
ぱ
い
に
当
た
っ
て
い
る
夕
日
の
も
と
花
に
背
を
向
け
て
眠
る
。

清
ら
か
で
雅
で
穏
当
な
表
現
で
閑
人
の
無
事
の
境
地
を
言
い
得
て
非
常
に
よ
い
。

「
村
居
」
連
作
中
で
優
れ
た
も
の
で
あ
る
。

○
閑
身
無
事　
「
閑
身
無
事
看
山
眠
」（
元
末
明
初
・
金
涓
「
村
舎
」）
な
ど
の
類

想
句
が
あ
る
。　

○
背
花
眠　
「
身
上
五
勞
仍
病
酒
、
夭
桃
窓
下
背
花
眠
」（
唐
・

徐
凝
「
長
慶
春
」）
な
ど
の
類
句
が
あ
る
。

◎
下
平
声
一
先
。
七
絶
。
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123
　
◇
7

夜
色
朦
朧
多
彩
曇　
　

夜
色　

朦
朧
と
し
て　

彩
曇
多
し

柳
條
籠
月
翠

　々
　

柳
條　

月
を
籠
て　

翠　
さ
ん
さ
ん々

近
来
倉
鼠
頻
為
害　
　

近
来　

倉
鼠　

頻
り
に
害
を
為
す

牢
鎖
房

護
穉
蚕　
　

牢か
た

く
房

を
鎖
し
て　

穉
蚕
を
護
る

不
熟
田
舎
之
事
者
不
足
知
此
詩
之
用
意
也
。

田
舎
の
事
に
熟
さ
ざ
る
者
、
此
の
詩
の
用
意
を
知
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。

【
訳
文
】
夜
色
が
満
ち
、
朦
朧
と
美
し
い
夕
焼
け
が
広
が
り
、
柳
の
緑
の
細
く

垂
れ
た
枝
が
月
を
籠
め
て
い
る
。
近
頃
、
古
鼠
が
頻
り
に
被
害
を
も
た
ら
す
。

そ
こ
で
こ
の
時
期
こ
の
時
間
に
な
る
と
固
く
小
屋
の
櫺れ
ん
じ
ま
ど窓
を
閉
ざ
し
て
幼
蚕
を

護
る
の
だ
。

田
舎
の
事
柄
に
慣
れ
て
い
な
い
者
は
、
こ
の
詩
の
意
の
用
い
方
を
知
る
に
足
ら

な
い
も
の
で
あ
る
。

○
彩
曇　

美
し
い
夕
焼
け
。　

○

　々

細
長
く
垂
れ
る
さ
ま
。　

○
倉
鼠　

古
鼠
。
文
字
通
り
倉
の
鼠
で
も
あ
ろ
う
。　

○
房
　

蚕
小
屋
の
れ
ん
じ
ま
ど
。

◎
下
平
声
十
三
覃
。
七
絶
。

124
　
◇
8

行
遍
江
村
日
已
斜　
　

江
村
を
行
き
遍
く
す
れ
ば　

日　

已
に
斜
な
り

亂
鴬
啼
送
野
棠
花　
　

亂
鴬　

啼
き
送
る　

野
棠
の
花

南
坡
水
暖
抽
蒲
筍　
　

南
坡　

水　

暖
に
し
て　

蒲
筍
を
抽
き

西
塢
煙
濃
舒
茗
芽　
　

西
塢　

煙　

濃
に
し
て　

茗
芽
を
舒
ぶ

【
訳
文
】
川
辺
の
村
を
歩
き
尽
く
す
と
、
も
う
す
っ
か
り
日
も
傾
い
た
。
野
棠

の
花
の
咲
く
中
、
鴬
が
乱
れ
鳴
い
て
送
っ
て
く
れ
て
い
る
。
日
の
あ
た
る
南
の

堤
で
は
川
の
水
も
暖
か
く
、
蒲
が
若
芽
を
伸
ば
し
て
、
日
が
暮
れ
て
い
く
西
の

堤
で
は
靄
が
濃
く
た
だ
よ
っ
て
そ
の
中
に
茶
の
芽
が
伸
び
て
い
る
。

○
野
棠　

果
実
の
名
。
こ
り
ん
ご
。　

○
南
坡　

つ
つ
み
の
名
。
日
が
当
た
り

暖
か
い
方
向
だ
か
ら
言
う
。　

○
蒲
筍　

蒲
の
若
芽
。や
わ
ら
か
く
食
用
に
す
る
。　

○
西
塢　

日
が
暮
れ
る
方
向
だ
か
ら
言
う
。　

○
茗
芽　

茶
の
芽
。

◎
下
平
声
六
麻
。
七
絶
。

125
　
◇
9

山
田
泥
淺
野
田
深　
　

山
田
は
泥
淺
く
し
て　

野
田
は
深
し

水
潦
餘
痕
溪
斂
音　
　

水
潦　

痕
を
餘
し
て　

溪　

音
を
斂
む

柳
絮
閑
飛
半
畦
雪　
　

柳
絮　

閑
に
飛
ぶ　

半
畦
の
雪

東
風
吹
暖
長
秧
針　
　

東
風　

吹
き
暖
か
に
し
て
秧
針
を
長
ず
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山
口　

旬　
『
卜
居
集
巻
之
下
』
注
釈
（
二
）
村
居
四
時
雜
題
十
九
首 
他

【
訳
文
】
水
田
の
水
抜
き
を
し
た
ば
か
り
で
山
の
田
は
泥
が
浅
く
野
の
田
は
深

く
な
っ
て
い
る
。
今
は
、
水
た
ま
り
の
跡
だ
け
が
残
り
、
谷
川
か
ら
引
い
た
水

音
も
収
ま
っ
た
。
柳
の
絮
が
閑
か
に
飛
ん
で
、
畦
半
ば
を
白
く
雪
の
よ
う
に
覆

う
頃
、
春
風
が
暖
か
く
吹
い
て
、
稲
の
芽
を
成
長
さ
せ
る
。

○
山
田
～
野
田　

山
田
は
棚
田
の
よ
う
な
傾
斜
地
の
田
、
野
田
は
平
地
の
田
。　

○
水
潦　

水
た
ま
り
。
水
潦
不
時
と
言
え
ば
天
候
不
順
の
こ
と
。
こ
こ
は
逆
に

天
候
が
順
調
で
あ
る
こ
と
。　

○
柳
絮　

柳
の
わ
た
。
し
ば
し
ば
雪
に
喩
え
ら

れ
る
。　

○
秧
針　

初
め
て
生
じ
た
稲
の
苗
。「
今
朝
麥
粒
黃
堪
麵
、
幾
日
秧
田

綠
似
針
。」（
致
一
齋
述
事
、
宋
・
范
成
大
）。

◎
下
平
声
十
二
侵
。
七
絶
。

126
　
◇
10

桐
花
應
候
酒
宜
斟　
　

桐
花　

候
に
應
じ
て　

酒　

斟
む
に
宜
し

閑
臥
縄
床
養
懶
心　
　

閑
に
縄
床
に
臥
て　

懶
心
を
養
ふ

鳥
影
掠
窓
知
有
客　
　

鳥
影　

窓
を
掠
て　

客
有
る
を
知
る

呼
児
為
掃
一
張
琴　
　

児
を
呼
て　

為
め
に
掃
は
し
む　

一
張
の
琴

邦
諺
曰
鳥
影
落
席
乃
家
有
客
。
轉
結
新
奇
。

邦
諺
に
曰
ふ
、「
鳥
影
、席
に
落
つ
れ
ば
、乃
ち
家
に
客
有
り
」
と
。
轉
結
、新
奇
。

【
訳
文
】
桐
の
花
が
季
節
に
従
っ
て
咲
き
、
酒
を
飲
む
の
に
よ
い
頃
に
な
っ
た
。

閑
か
に
縄
を
張
っ
た
腰
掛
け
に
横
に
な
っ
て
た
だ
怠
惰
に
過
ご
し
て
い
る
。
時

に
鳥
の
影
が
窓
を
掠
め
て
客
が
来
た
ら
し
い
の
を
知
る
。
そ
こ
で
子
供
を
呼
ん

で
一
張
の
琴
の
埃
を
払
わ
せ
た
。

日
本
の
諺
に
、「
鳥
の
影
が
席
に
か
か
る
と
そ
の
家
に
客
が
来
る
」
と
言
う
。
転

結
の
二
句
が
、
新
し
い
趣
向
で
よ
い
。

○
邦
諺　
「
鳥
影
」
は
、
障
子
な
ど
に
飛
ぶ
鳥
の
影
が
映
る
時
は
、
来
客
が
あ
る

前
兆
と
い
う
俗
信
。「
鳥
影
が
し
て
掃
除
す
る
無
性
者
」（
柳
の
露
）
な
ど
類
想

の
川
柳
が
多
い
。（『
江
戸
文
学
俗
信
辞
典
』
石
川
一
郎
編
・
東
京
堂
出
版
）

◎
下
平
声
十
二
侵
。
七
絶
。

127
　
◇
11

紫
老
紅
衰
春
欲
徂　
　

紫
老
ひ
紅
衰
て　

春　

徂ゆ

か
ん
と
欲
す

小
園
漸
使
月
光
孤　
　

小
園　

漸
く
月
光
を
し
て
孤
な
ら
し
む

牡
丹
非
是
貧
家
物　
　

牡
丹　

是
れ
貧
家
の
物
に
非
ざ
る
も

為
繋
年
華
種
數
株　
　

年
華
を
繋
ぐ
が
為
に
數
株
を
種
ゆ

　
　
　
　

右
晩
春

【
訳
文
】
紫
や
紅
の
色
と
り
ど
り
の
花
も
衰
え
て
、
春
も
去
ろ
う
と
し
て
い
る
。

私
の
小
さ
な
庭
も
徐
々
に
花
が
無
く
な
り
月
光
を
独
り
ぼ
っ
ち
に
さ
せ
て
し
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ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
牡
丹
と
言
え
ば
我
が
家
の
よ
う
な
貧
家
の
物
で
は
な

い
の
だ
が
、
季
節
の
花
を
途
切
れ
さ
せ
な
い
た
め
に
数
株
を
植
え
た
の
だ
。

　
　

右
ま
で
が
晩
春
の
詩
で
あ
る
。

○
牡
丹　

別
名
花
王
と
言
わ
れ
る
牡
丹
も
江
戸
後
期
に
は
庶
民
に
も
栽
培
が
広

が
っ
た
。　

○
晩
春　

四
時
田
園
雑
興
の
季
節
の
分
類
を
踏
襲
し
て
い
る
。

◎
上
平
声
七
虞
。
七
絶
。

128
　
◇
12

林
外
青
嵐
啼
勃
鳩　
　

林
外
の
青
嵐　

勃
鳩
啼
く

單
衣
尤
好
渉
田
疇　
　

單
衣　

尤
も
好
し　

田
疇
に
渉
る
に

菜
花
為

筍
為
竹　
　

菜
花　

と
為
り　

筍　

竹
と
為
る

正
是
江
村
熟
麥
穐　
　

正
に
是
れ　

江
村
熟
麥
の
穐あ
き

【
訳
文
】
林
の
外
で
は
風
が
青
葉
を
渡
っ
て
吹
い
て
い
る
が
、
中
で
は
勃
鳩
が

鳴
い
て
い
る
。
田
畑
の
耕
地
を
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
の
に
単
衣
が
最
も
い
い

時
期
と
な
っ
た
。
菜
の
花
は
莢さ
や

と
な
り
、筍
は
竹
と
な
っ
た
。
ま
さ
に
こ
の
時
期
、

川
辺
の
村
で
は
麦
の
秋
と
い
う
季
節
な
の
だ
。

○
勃
鳩　

鳥
の
名
。
天
曇
れ
ば
其
の
匹
を
逐
い
、
晴
れ
れ
ば
之
を
呼
び
も
ど
す

と
い
う
。　

○
熟
麥
穐　

麦
秋
。
麦
は
夏
日
に
黄
熟
す
る
と
こ
ろ
か
ら
。
陰
暦

四
月
（
礼
記
・
月
令
）。

◎
下
平
声
十
一
尤
。
七
絶
。

129
　
◇
13

入
梅
天
氣
雨
滂
沱　
　

入
梅
の
天
氣　

雨　

滂
沱
た
り

數
頃
高
田
水
作
波　
　

數
頃
の
高
田　

水　

波
を
作
す

雲
脚
不
行
烟
溟
溟　
　

雲
脚　

行
か
ず　

烟　

溟
溟
た
り

山
前
連
唱
挿
袂
（
マ
マ
）歌　
　

山
前　

連
り
に
唱
ふ　

挿
秧
の
歌

豪
壮
新
美
。
可
與
閑
身
無
事
詩
相
伯
仲
也
。

豪
壮
新
美
。「
閑
身
無
事
」
の
詩
と
相
伯
仲
す
べ
き
な
り
。

【
訳
文
】
梅
雨
入
り
の
季
節
、
天
候
は
雨
が
た
っ
ぷ
り
と
降
っ
て
い
る
。
数
頃

の
山
の
高
い
所
に
あ
る
田
で
も
水
が
十
分
で
波
立
っ
て
い
る
。
雲
は
居
座
っ
た

よ
う
に
動
か
ず
、
あ
た
り
は
煙
っ
て
黒
々
と
し
て
い
る
が
、
山
の
前
で
は
繰
り

返
し
田
植
え
歌
を
唄
っ
て
い
る
。
田
植
え
の
真
最
中
な
の
だ
。

豪
壮
で
新
し
い
美
し
さ
を
発
見
し
て
い
る
。
前
の
「
閑
身
無
事
」
の
詩
と
並
び

賞
せ
ら
れ
る
作
品
だ
。

○
連　
「
し
き
り
」。
底
本「
連
り
」と
送
り
仮
名
を
付
す
。「
頻
ハ
数（
シ
バ
シ
バ
）

也
。
連
（
ツ
ヅ
ク
）
也
」（『
詩
家
推
敲
』）。　

○
挿
袂　

原
本
「
袂
（
た
も
と
）」
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山
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旬　
『
卜
居
集
巻
之
下
』
注
釈
（
二
）
村
居
四
時
雜
題
十
九
首 
他

だ
が
詩
意
か
ら
も
平
仄
式
か
ら
も
「
秧
」
の
誤
写
と
思
わ
れ
る
。
挿
秧
歌
は
田

植
え
歌
。　

○
閑
身
無
事
詩　

122
番
の
詩
を
さ
す
。

◎
下
平
声
五
歌
。
七
絶
。

130
　
◇
14

傍
江
隣
舎
面
層
坡　
　

江
に
傍
ふ
隣
舎　

層
坡
に
面
す

一
徑
斜
迴
入
緑
莎　
　

一
徑　

斜
に
迴
て　

緑
莎
に
入
る

正
識
夜
来
漁
得
返　
　

正
に
識
る　

夜
来　

漁
し
得
て
返
る
こ
と
を

合
歓
花
底
曬
蘋
蓑　
　

合
歓
花
底
に
蘋
蓑
を
曬
す

　
　
　
　

右
夏

【
訳
文
】
川
に
沿
っ
て
あ
る
隣
の
家
は
幾
重
に
も
重
ね
た
堤
に
面
し
て
い
る
。

一
本
の
小
道
だ
け
が
緑
の
は
ま
す
げ
の
生
え
る
中
く
ね
く
ね
と
巡
っ
て
通
じ
て

い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
だ
。
見
れ
ば
、
一
晩
中
漁
し
て
帰
っ
て
き
た
と
こ
ろ
だ
と

い
う
こ
と
が
ま
さ
に
分
か
る
。
合
歓
の
木
の
花
の
下
に
蘋
の
蓑
を
曝
し
て
乾
か

し
て
い
る
か
ら
だ
。

　
　

右
ま
で
が
夏
の
詩
で
あ
る
。

○
緑
莎　

緑
の
は
ま
す
げ
。　

○
合
歓
花　

マ
メ
科
の
落
葉
喬
木
。
六
、七
月
頃
、

花
を
咲
か
せ
る
。
夏
の
季
語
。　

○
蘋
蓑　

苫
蓑
の
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
か
。「
疏

懶
棄
蘋
蓑
、
奔
忙
逐
華
轂
。」（
留
壩
道
中
見
稻
、
清
・
羅
繞
典
）　

○
右
夏　

四

時
田
園
雑
興
の
分
類
と
同
じ
で
あ
る
。

◎
下
平
声
五
歌
。
七
絶
。

131
　
◇
15

満
窗
柳
日
罩
陰
青　
　

満
窗
の
柳
日　

陰
を
罩こ
め

て
青
し

一
葉
梧
桐
先
自
零　
　

一
葉
の
梧
桐　

先
づ
自
ら
零お

つ

僮
僕
不
知
秋
始
至　
　

僮
僕
は
知
ら
ず　

秋
の
始
て
至
る
こ
と
を

朝
来
依
舊
掃
門
庭　
　

朝
来　

舊
に
依
て　

門
庭
を
掃
ふ

僮
僕
最
忌
伶
俐
。
無
情
之
状
大
好
。

僮
僕
、
最
も
伶
俐
を
忌
む
。
無
情
の
状
、
大
い
に
好
し
。

【
訳
文
】
窓
じ
ゅ
う
の
柳
を
映
す
日
の
光
が
、
陰
に
青
い
色
を
籠
め
て
い
る
よ

う
だ
。
そ
ん
な
中
、
梧
桐
の
一
葉
が
ま
ず
自
然
に
落
ち
た
。
召
使
い
の
子
は
秋

の
気
配
が
至
り
始
め
て
い
る
こ
と
な
ど
は
気
が
つ
き
も
せ
ず
、
朝
か
ら
今
ま
で

通
り
に
門
や
庭
を
掃
い
て
い
る
。

童
僕
は
、
気
が
利
い
て
賢
い
の
が
一
番
よ
く
な
い
。
こ
の
詩
は
何
も
気
に
し
て

い
な
い
様
子
が
非
常
に
よ
い
。

○
梧
桐　

梧
桐
の
葉
の
落
ち
る
音
は
秋
の
訪
れ
を
知
ら
せ
る
と
さ
れ
る
。　

○

僮
僕　

召
使
い
の
子
供
。
漢
詩
の
中
で
は
隠
者
は
召
使
い
の
子
供
の
弟
子
を
つ
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れ
て
い
る
の
が
定
型
で
あ
り
、
僮
僕
も
一
定
の
イ
メ
ー
ジ
で
描
か
れ
る
。

◎
梧
桐
に
秋
の
気
配
を
感
じ
、
童
が
庭
を
掃
く
様
子
な
ど
従
来
の
漢
詩
の
も
つ

イ
メ
ー
ジ
を
踏
襲
し
て
い
る
。

◎
下
平
声
九
青
。
七
絶
。

132
　
◇
16

竹
舎
松
隣
總
盡
歓　
　

竹
舎　

松
隣　

總
て
歓
を
盡
す

趣
高
半
夜
獨
凭
欄　
　

趣
高
く
し
て　

半
夜　

獨
り
欄
に
凭
る

古
今
一
様
仲
穐
月　
　

古
今
一
様　

仲
穐
の
月

只
作
人
心
各
自
看　
　

只
だ
人
心
各
自
の
看
を
作
す

【
訳
文
】
竹
で
囲
ま
れ
た
わ
が
茅
舎
も
松
の
植
わ
る
隣
家
も
、
今
夜
は
皆
な
歓

を
尽
く
し
て
い
る
。
興
趣
深
く
私
も
夜
中
に
独
り
欄
干
に
出
て
い
る
。
今
も
昔

も
中
秋
の
月
は
同
じ
美
し
さ
だ
が
、
た
だ
人
の
心
は
人
そ
の
時
々
に
そ
れ
ぞ
れ

の
見
方
を
し
て
い
る
の
だ
。

○
竹
舎　

詩
仏
は
墨
竹
図
を
得
意
と
し
、
自
宅
の
表
現
に
点
景
と
し
て
し
ば
し

ば
用
い
て
い
る
。

◎
転
結
二
句
は
変
わ
ら
ぬ
月
の
光
と
見
る
人
の
変
化
の
対
比
で
、
自
然
の
悠
久

と
人
事
の
は
か
な
さ
の
対
比
と
い
う
伝
統
的
な
趣
向
を
踏
襲
し
て
い
る
。

◎
上
平
声
十
四
寒
。
七
絶
。

133
　
◇
17

新
釣
鱸
魚
得
四
顋　
　

新
に
鱸
魚
を
釣
て　

四し
さ
い顋
を
得
た
り

且
呼
隣
叟
盡
三
杯　
　

且
つ
隣
叟
を
呼
て　

三
杯
を
盡
さ
し
む

話
頭
忽
識
観
潮
節　
　

話
頭　

忽
ち
識
る　

観
潮
節
と

自
至
前
溪
繋
艇
回　
　

自
ら
前
溪
に
至
て　

艇
を
繋
て
回
る

　
　

右
秋

【
訳
文
】
新
に
鱸
を
釣
り
に
行
っ
て
四
つ
え
ら
の
鱸
を
得
た
。
そ
こ
で
隣
の
老

人
を
呼
ん
で
き
て
三
杯
の
酒
を
飲
み
干
さ
せ
た
。
そ
の
時
の
話
題
で
今
日
が
観

潮
節
だ
と
た
ま
た
ま
知
っ
た
。
そ
こ
で
自
分
で
前
の
谷
川
に
行
っ
て
船
を
し
っ

か
り
と
繋
い
で
帰
っ
て
き
た
。

　
　

右
ま
で
が
秋
の
詩
で
あ
る
。

○
鱸
魚　

秋
の
景
物
。
晋
の
張
翰
が
秋
風
の
起
こ
っ
た
の
で
故
郷
の
蓴
羮
と
鱸

魚
を
思
い
出
し
て
帰
っ
た
故
事
が
有
名
。　

○
四
顋　

顋
は
あ
ご
、
え
ら
。
鱸

の
別
名
。
鱸
は
両
顋
と
四
顋
が
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
は
そ
の
四
顋
だ
と
い
う
意
。

「
鱸
、
巨
口
細
鱗
、
似

。
長
数
寸
、
有
四
顋
、
俗
呼
四
顋
魚
。
…
…
。
鱸
、
皆

両
顋
、
惟
松
江
四
顋
。」（
正
字
通
）。　

○
観
潮
節　

観
潮
会
。
陰
暦
八
月
十
八

日
の
潮
を
見
る
会
。
こ
こ
は
潮
の
話
題
か
ら
観
潮
節
に
渡
っ
た
と
こ
ろ
で
自
身

の
船
を
繋
ぐ
の
を
忘
れ
て
い
た
の
に
気
づ
い
た
と
い
う
こ
と
。　

○
右
秋　

四

時
田
園
雑
興
の
季
節
分
類
に
同
じ
で
あ
る
。

◎
起
承
二
句
は
対
に
な
っ
て
い
る
。
四
顋
の
対
は
独
創
的
。
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◎
上
平
声
十
灰
。
七
絶
。

134
　
◇
18

田
々
水
涸
雁
依
塘　
　

田
　々

水
涸
て　

雁　

塘
に
依
る

人
渡
仾
橋
入
夕
陽　
　

人
は
仾て
い

橋
に
渡
て　

夕
陽
に
入
る

北
岸
南
涯
誰
是
領　
　

北
岸
南
涯　

誰
か
是
れ
領
す

蘆
花
芟
剰
晩
来
霜　
　

蘆
花　

芟か

り
剰
す　

晩
来
の
霜

一
幅
好
画
圖
。　

一
幅
の
好
画
圖
。

【
訳
文
】
ど
の
田
圃
も
水
は
枯
れ
果
て
て
、
雁
は
堤
に
寄
っ
て
お
り
、
人
は
低

い
橋
を
渡
っ
て
夕
陽
の
影
の
中
に
入
っ
て
い
く
。
北
の
岸
や
南
の
水
際
は
ど
ん

な
風
流
人
の
領
地
か
、
刈
り
残
し
て
あ
る
蘆
の
花
に
晩
か
ら
の
霜
が
降
り
て
い

る
。

一
幅
の
素
晴
ら
し
い
絵
と
言
え
る
。

○
田
々
水
涸　

水
田
か
ら
の
水
抜
き
。稲
刈
り
前
に
行
う
。　

○
仾　

低
の
俗
字
。

◎
下
平
声
七
陽
。
七
絶
。

135
　
◇
19

凛
々
霜
氣
觸
檐
鈴　
　

凛
々
た
る
霜
氣　

檐
鈴
に
觸
れ

曉
見
光
芒
在
小
星　
　

曉
に
見
る　

光
芒
の
小
星
に
在
る
を

破
却
園
林
多
少
景　
　

園
林 

多
少
の
景
を
破
却
し
て

盆
中
無
恙
萬
年
青　
　

盆
中　

恙
無
し　

萬
年
青

冬
日
可
怡
顔
者
莫
若
盆
植
。
轉
結
得
閑
適
之
情
矣
。

冬
日
、
顔
を
怡
ば
す
者
、
盆
植
に
若
く
は
莫
し
。
轉
結
、
閑
適
の
情
を
得
た
り
。

　
　

右
冬

【
訳
文
】
厳
し
い
寒
さ
が
し
み
る
よ
う
な
霜
の
気
配
が
風
鈴
に
觸
れ
て
、
明
け

方
に
は
露
と
な
っ
て
日
の
光
で
小
さ
な
星
の
よ
う
に
き
ら
め
い
て
い
る
の
が
見

え
る
。
霜
は
庭
の
林
の
た
く
さ
ん
の
景
色
を
だ
い
な
し
に
し
て
し
ま
っ
た
が
、

盆
の
中
の
萬
年
青
だ
け
は
恙
無
く
文
字
通
り
緑
の
ま
ま
だ
。

冬
の
日
に
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
し
て
く
れ
る
も
の
と
い
っ
た
ら
、
植
木
に
勝
る
も
の

は
な
い
。
転
結
二
句
は
、
閑
適
の
情
を
う
ま
く
表
現
し
た
。

　
　

右
ま
で
が
冬
の
詩
で
あ
る
。

○
光
芒
在
小
星　

句
意
不
明
だ
が
、
仮
に
風
鈴
に
触
れ
た
霜
気
が
露
と
な
っ
た

こ
と
と
し
て
解
釈
す
る
。　

○
萬
年
青　

お
も
と
。　

○
盆
植　

盆
栽
と
い
う

よ
り
植
木
。　

○
右
冬　

こ
こ
も
四
時
田
園
雑
興
と
同
じ
季
節
分
類
で
あ
る
。

◎
下
平
声
九
青
。
七
絶
。
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以
下
、
跋
文
を
四
段
に
分
け
て
記
述
す
る
。

卜
居
集
批
評
後
序

古
謂
従
傍
議
者
與
當
局
者
異
憂
。
棊
家
一
副
之
枰
方
罫
十
九
路
之
間
猶
有
若
此

者
。
况
咏
萬
象
吐
群
情
之
詩
評
論
豈
容
易
達
作
家
之
意
哉
。
大
窪
天
民
嗜
詩
寤

寐
不
廢
飲
食
不
休
于
月
于
花
喜
怒
哀
樂
唯
詩
之
思
。
故
其
詩
清
新
且
温
籍
變
化

入
妙
域
。
正
興
立
下
風
慕
而
不
及
焉
。
以
棋
言
之
不
翅
饒
我
一
先
也
。

古
よ
り
謂
ふ
、「
傍
よ
り
議
す
る
者
、
局
に
當
る
者
と
憂
を
異
に
す
」
と
。
棊
家
、

一
副
の
枰
、
方
罫
十
九
路
の
間
、
猶
ほ
此
の
若
き
者
有
り
。
况
ん
や
萬
象
を
咏

じ
群
情
を
吐
く
の
詩
の
評
論
、豈
に
容
易
に
作
家
の
意
に
達
せ
ん
や
。
大
窪
天
民
、

詩
を
嗜
む
こ
と
、
寤
寐
に
廢
せ
ず
、
飲
食
に
休
ま
ず
、
月
に
于
て
、
花
に
于
て
、

喜
怒
哀
樂
、
唯
だ
詩
を
之
れ
思
ふ
。
故
に
其
の
詩
、
清
新
且
つ
温
籍
、
變
化
妙

域
に
入
る
。
正
興
、
下
風
に
立
て
慕
て
及
ば
ず
。
棋
を
以
て
之
を
言
へ
ば
、
翅た
だ

に
我
に
一
先
を
饒
す
の
み
な
ら
ざ
る
な
り
。

【
訳
文
】
古
来
言
う
と
こ
ろ
に
、「
傍
ら
か
ら
見
て
議
論
す
る
者
は
、
実
際
の
対

局
に
当
た
る
者
と
悩
み
を
別
に
す
る
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
碁
指
し
は
、
わ
ず

か
に
一
そ
ろ
い
の
碁
盤
の
中
、
四
角
い
線
が
十
九
路
の
間
で
あ
っ
て
も
な
お
そ

ん
な
こ
と
が
あ
る
の
だ
。
い
わ
ん
や
森
羅
万
象
を
詠
じ
様
々
な
叙
情
を
な
す
詩

の
評
論
と
い
う
も
の
は
、
ど
う
し
て
簡
単
に
作
者
の
意
を
く
み
取
る
こ
と
が
で

き
よ
う
か
。
大
窪
天
民
の
詩
の
嗜
み
か
た
と
い
え
ば
、
寝
て
い
る
と
き
も
止
ま

ら
ず
、
飲
食
時
も
休
ま
ず
、
月
に
つ
け
、
花
に
つ
け
、
ま
た
喜
怒
哀
楽
に
つ
け
、

た
だ
詩
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
る
と
い
う
有
様
だ
。
従
っ
て
そ
の
詩
は
、
清

新
か
つ
温
籍
で
、
そ
の
変
化
は
無
限
で
自
由
自
在
の
境
地
と
言
え
よ
う
。
私
、

中
野
正
興
は
、
そ
の
影
響
下
に
立
っ
て
そ
の
風
を
慕
っ
て
い
る
が
全
く
及
ば
な

い
。
碁
将
棋
で
こ
れ
を
言
え
ば
、
一
目
を
置
く
ど
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

○
一
先
を
饒
す　

あ
る
い
は
、
囲
碁
の
先
手
の
利
を
い
う
か
。

而
天
民
平
生
毎
累
篇
什
輒
示
之
正
興
召
批
評
。
雖
責
善
為
吾
誼
既
非
敵
手
則
所

謂
異
憂
之
恐
亦
愈
甚
焉
。
其
當
固
辭
固
也
。
雖
然
近
世
詩
人
溺
於
模
擬
踏
襲
今

為
識
者
所
援
而
未
能
頓
由
正
路
也
。
譬
之
低
棊
但
恃
舊
圖
不
能
遽
出
新
勢
也
。

故
吾
示
之
以
天
民
清
新
之
詩
或
猶
若
低
手
披
鎮
神
頭
圖
不
會
勝
著
贏
籌
也
。
眼

字
警
句
取
捨
不
倒
者
鮮
矣
。
想
天
民
自
示
之
人
亦
復
如
此
恐
不
觧
其
鍛
錬
之
功

者
多
也
。

而
る
に
天
民
、平
生
、篇
什
を
累
る
毎
に
輒
ち
之
を
正
興
に
示
し
て
批
評
を
召
す
。

善
を
責
る
を
吾
が
誼
と
為
る
と
雖
ど
も
、
既
に
敵
手
に
非
れ
ば
則
ち
所
謂
、
憂

を
異
に
す
る
の
恐
れ
も
亦
た
愈
よ
甚
だ
し
。
其
れ
當
に
固
辭
す
べ
き
こ
と
固
よ

り
な
り
。
然
り
と
雖
ど
も
、
近
世
の
詩
人
、
模
擬
踏
襲
に
溺
れ
、
今
、
識
者
の

為
に
援
る
所
に
し
て
、
未
だ
頓
に
正
路
に
由
る
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。
之
を
低

棊
の
但
だ
舊
圖
を
恃
み
て
、遽
に
新
勢
を
出
す
能
は
ざ
る
に
譬
ふ
な
り
。
故
に
吾
、
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之
を
示
す
に
天
民
、
清
新
の
詩
を
以
て
す
る
も
、
或
は
猶
ほ
低
手
、
鎮
神
頭
圖

を
披
き
て
勝
著
贏
籌
を
會
さ
ざ
る
が
若
き
な
り
。
眼
字
警
句
、
取
捨
し
て
倒
せ

ざ
る
者
、
鮮
し
。
想
ふ
に
、
天
民
、
自
ら
之
を
人
に
示
す
も
亦
復
た
此
の
如
く
、

恐
ら
く
は
其
の
鍛
錬
の
功
を
觧
せ
ざ
る
者
多
か
ら
ん
。

【
訳
文
】
そ
れ
な
の
に
天
民
は
、
普
段
か
ら
詩
篇
を
作
る
毎
に
こ
れ
を
私
正
興

に
示
し
て
批
評
を
求
め
る
。
よ
い
作
品
を
批
評
す
る
の
が
自
分
の
誼
だ
と
い
う

が
、
す
で
に
敵
う
相
手
で
は
な
い
の
で
、
所
謂
「
悩
み
を
別
に
す
る
」
の
恐
れ

も
ま
た
甚
だ
し
い
。
こ
れ
は
是
非
と
も
固
辞
す
べ
き
べ
き
で
あ
る
の
は
も
と
よ

り
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
は
言
っ
て
も
、近
頃
の
詩
人
達
は
、模
擬
踏
襲
に
溺
れ
、

現
在
、
識
者
が
そ
れ
を
改
革
中
で
あ
る
が
、
い
ま
だ
に
す
ぐ
に
は
正
し
い
詩
の

道
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。
こ
れ
は
ヘ
ボ
碁
の
よ
う
に
古
い
勢
力
を

頼
っ
て
、
急
に
新
し
い
勢
い
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
に
例
え
ら
れ
る
。
そ

こ
で
私
に
、そ
の
詩
を
示
す
に
天
民
が
、せ
っ
か
く
清
新
の
詩
で
も
っ
て
し
て
も
、

あ
る
い
は
ま
る
で
下
手
な
碁
打
ち
が
、
難
解
な
「
鎮
神
頭
図
」
を
開
い
て
勝
ち

の
手
負
け
の
手
を
理
解
し
な
い
よ
う
な
も
の
だ
。
詩
眼
の
字
や
鋭
い
句
を
、
取

捨
選
択
し
て
間
違
え
な
い
も
の
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
思
う
に
、
天
民
は
、
自
分

で
作
品
を
他
人
に
示
し
て
も
ま
た
こ
の
よ
う
な
も
の
で
、
恐
ら
く
は
そ
の
詩
の

鍛
錬
の
苦
労
を
理
解
し
な
い
者
が
多
い
の
だ
ろ
う
。

○
責
善　

善
を
行
う
こ
と
を
す
す
め
る
（
孟
子
・
離
婁
下
）。　

○
模
擬
踏
襲　

盛
唐
詩
の
摸
倣
を
旨
と
し
た
古
文
辞
格
調
派
を
指
す
。　

○
鎮
神
頭
図　

唐
の

大
中
年
間
に
顧
師
言
が
日
本
の
王
子
に
勝
っ
た
棋
法
と
い
う
。

於
是
自
奮
曰
、
吾
聊
指
點
真
詩
之
佳
處
使
不
知
者
拭
目
則
雖
不
能
盡
達
詩
意
發

揮
其
高
致
而
亦
可
以
為
詩
社
之
一
快
矣
。
哲
人
不
亦
謂
為
之
猶
賢
乎
己
乎
。
所

謂
異
憂
之
譏
在
所
不
避
矣
。
遂
為
之
批
評
。
然
是
一
時
之
事
何
圖
至
刻
卜
居
集

附
以
吾
批
評
也
。
我
不
安
乎
吾
心
矣
。
桂
蠧
蓼
蟲
其
性
所
嗜
各
異
也
。

是
に
於
て
、
自
ら
奮
て
曰
ふ
、「
吾
れ
、
聊
か
真
詩
の
佳
處
を
指
點
し
、
知
ら
ざ

る
者
を
し
て
目
を
拭
は
し
め
ば
、
則
ち
盡
く
詩
の
意
に
達
し
其
の
高
致
を
發
揮

す
る
こ
と
能
は
ず
と
雖
ど
も
、
而
し
て
亦
た
以
て
詩
社
の
一
快
と
為
す
べ
し
。

哲
人
、
亦
た
之
を
為
さ
ば
猶
ほ
己
に
賢
る
と
謂
ふ
か
。
所
謂
、
憂
を
異
に
す
る

譏
は
避
け
ざ
る
所
に
在
り
」
と
。
遂
に
之
が
批
評
を
為
す
。
然
れ
ど
も
是
れ
一

時
の
事
、
何
ぞ
圖
ら
ん
や
、『
卜
居
集
』
を
刻
す
る
に
至
て
、
附
す
る
に
吾
が
批

評
を
以
て
せ
ん
と
は
。
我
れ
、
吾
が
心
に
安
ぜ
ず
。
桂
蠧
蓼
蟲
、
其
の
性
の
嗜

む
所
、
各
の
異
な
り
。

【
訳
文
】
そ
う
い
う
こ
と
で
自
ら
気
を
奮
て
言
う
、「
私
が
い
く
ら
か
で
も
真
詩

の
よ
い
と
こ
ろ
を
指
摘
し
、
無
知
な
者
に
目
を
開
か
せ
れ
ば
、
全
て
詩
の
意
を

尽
く
し
、
そ
の
深
い
趣
を
表
現
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
で

も
ま
た
詩
社
の
一
快
事
で
あ
る
。
優
れ
た
人
が
、
ま
た
こ
の
仕
事
を
す
れ
ば
私

に
勝
る
と
言
う
で
あ
ろ
う
か
。
所
謂
、悩
み
を
異
に
す
る
譏
り
は
避
け
ら
れ
な
い
」

と
。
結
局
こ
の
批
評
文
を
書
く
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
そ
の
一
時
の
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事
と
思
っ
て
い
た
。『
卜
居
集
』
を
出
版
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
私
の
批
評
文
も

附
そ
う
な
ど
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。
私
は
、
心
安
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。

桂
を
食
べ
る
シ
ミ
と
蓼
食
う
虫
、
そ
の
性
質
と
し
て
好
む
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自

ず
と
異
な
る
。

○
桂
蠧
蓼
蟲　

桂
を
喰
う
虫
、
蓼
を
喰
う
虫
。
人
の
好
み
は
様
々
な
こ
と
。

天
地
間
、
不
可
無
知
真
詩
者
。
具
眼
讀
之
請
勿
以
吾
批
評
害
天
民
之
詩
矣
。
夫

棋
師
不
恒
言
乎
、
傍
觀
知
好
著
。
顧
是
天
民
所
望
於
正
興
之
傍
議
乎
。
正
興
業

已
不
能
發
揮
其
高
致
。
敢
望
之
於
世
之
具
眼
之
傍
議
耳
。
伊
勢
子
興
氏
中
野
正

興
撰

〔
印
〕〔
印
〕

景
山
中
澤
恭
子
敬
書
〔
印
〕〔
印
〕

天
地
間
、
真
詩
を
知
る
者
無
か
る
べ
か
ら
ず
。
具
眼
、
之
を
讀
ま
ば
、
請
ふ
、

吾
が
批
評
を
以
て
、
天
民
の
詩
を
害
す
る
こ
と
勿
れ
、
と
。
夫
れ
、
棋
師
、
恒

に
言
は
ず
や
、
傍
觀
、
好
著
を
知
る
、
と
。
顧お
も

ふ
に
是
れ
、
天
民
が
正
興
の
傍

議
に
望
む
所
か
。
正
興
、
業す

で已
に
其
の
高
致
を
發
揮
す
る
こ
と
能
は
ず
。
敢
て

之
を
世
の
具
眼
の
傍
議
に
望
む
の
み
。
伊
勢
子
興
氏
中
野
正
興
撰

景
山
中
澤
恭
子
敬
書

【
訳
文
】
広
い
天
地
の
間
の
は
、
真
の
詩
を
理
解
す
る
知
る
者
が
い
な
い
わ
け

は
な
い
。
具
眼
の
士
が
、
こ
れ
を
読
ん
だ
と
し
た
ら
、
是
非
お
願
い
し
た
い
、

私
の
批
評
で
も
っ
て
、
天
民
の
詩
を
悪
く
思
わ
な
い
で
ほ
し
い
と
。
そ
れ
こ
そ
、

碁
打
ち
で
、
常
に
言
わ
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
岡
目
八
目
、
と
。
考
え
て
み

れ
ば
こ
れ
は
、
天
民
が
私
正
興
の
岡
目
に
期
待
し
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。
私
は

結
局
そ
の
深
い
趣
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
敢
て
こ
れ
を

世
の
慧
眼
の
士
の
岡
目
に
期
待
す
る
だ
け
だ
。
伊
勢
子
興
氏
中
野
正
興
撰

景
山
中
澤
恭
子
敬
書

○
景
山
中
澤　

画
家
。
生
没
年
未
詳
。
詩
佛
も
含
む
山
本
北
山
門
下
の
詩
集
『
臭

蘭
稿
甲
集
』
の
跋
文
の
板
下
を
書
い
た
源
景
山
、
ま
た
山
本
北
山
の
序
文
を
冠

し
た
『
名
人
蘭
竹
画
譜
』
の
著
者
、
中
沢
景
山
と
同
一
人
物
と
思
わ
れ
る
。


